
東日本大震災を契機に家
族や地域のつながりが見直
され、「絆」が「今年の漢
字」に選ばれたことがあり
ます。

今、コロナウイルス感染
症予防のため、人との交流
が少なくなり、ストレスを
かかえる人が少なくありま
せん。コロナに負けないた
めには、家族や友達など大
切な人とのコミュニケー
ションを大切にすることが
再確認されています。

人が生きていくためには、
「絆」「愛着」が必要なの
です。



テレビで放映された内容
です。

半年間、自転車を練習し
ても乗れなかった子どもと
親が訪れたのは、ボラン
ティアの自転車教室でした。

ボランティアさんは、子
どもの自転車と一緒に走り
ながら、声をかけ続けます。
転んだ時にも励ましの言葉
をかけ続けます。とにかく、
子どもと一緒に広場を走り
回るのです。



そして、その子がついに、
自転車に乗れるようになり
ました。練習を始めて２時
間でした。

子どもが「完璧だー」と
喜んで自転車をこぐ姿を見
ていたお母さんは、「親の
役目」について考えていま
した。この半年間の練習で
は、子どもがいやがると、
すぐに止めてしまっていま
した。一緒に達成感を感じ
る大事な時をボランティア
さんに任せてしまったので
す。



「親と子が一緒に課題に
向かい、親と子が一緒に達
成感を感じる」ことこそ、
子育ての醍醐味（だいご
み）ですし、そのことを通
して、親と子の心のつなが
りができるのです。

それを、「愛着」といい
ます。



「かわいい子には旅をさせ
ろ」ということわざがあります。
「大事な子どもだからこそ、手
元に置いて甘やかすのではなく、
旅をさせて厳しい経験を積ませ
るべきだ」という意味です。

ここで、大切なのは「かわい
い子」＝「愛着のある子」であ
るということです。だからこそ、
旅という厳しい環境で成長させ
ようという親心が生まれるので
す。

「愛着」がなければ、子ども
は、旅に行ったきり帰ってこな
いでしょう。



やっと歩き始めた子ども
は、いろんなところへ「探
索」に行きます。しかし、
転んでしまうと、泣きなが
ら「安全」なお母さんのと
ころへ帰ってきます。しか
し、そこで安心すると、ま
た、「探索」に出かけます。

子どもは、「安全」と
「探索」を繰り返しながら、
健やかに成長していくので
す。



その「安全」と「探索」
の土台となるのが、子ども
との間に形成されるべき強
い結びつき（絆）であり、
「愛着」なのです。

「愛着」があるからこそ、
「自信」をもつことができ
るし、「愛着」があるから
こそ、人とのよりよい関係
を築くことができます。



「自信」は２階建て構造
です。

「愛されている自分」と
いう1階があるからこそ、
チャレンジをして、「でき
た」「うれしい」「また、
やりたい」という経験を獲
得できます。

それが「自信」となり、
「自己肯定感」につながっ
ていきます。



「愛着」という素地が
しっかりしているのは、道
路がしっかりとしているこ
とと同じです。

土台の道路がしっかりし
ていれば、人と人との「関
係性」という道も堅牢なも
のとなり、コミュニケー
ションというバスもスムー
ズに通ることができます。



「愛着」の道路がデコボコ
していれば、人と人との
「関係性」もデコボコとな
り、コミュニケーションと
いうバスが、うまく通るこ
とができません。

「愛着」という土台が
しっかりしていることが大
切なのです。



しかし、「育児ストレ
ス」があると、共感性が低
くなり、子どもをかわいい
と思えなくなります。

子どもとの「愛着」を育
むには、スキンシップを
図ったり、子どものよさを
見つけたりすることが大切
です。そうすることによっ
て、「オキシトシン」とい
う愛情ホルモンがたくさん
出て、お母さんの脳も子ど
もを愛する脳になります。



幼・保園や小・中学校の
在宅取組で、「ハグ週間」
「スキンシップ週間」など
が行われています。

この取組によって、親子
はお互いのことをよく見る
ようになります。親は子ど
ものよいところや成長した
ところを見つけることがで
きますし、子どもは親が見
守ってくれている、愛して
くれているという安心感を
もつことができます。

そして、親子の絆を強く
していくのです。

ハグ週間の取組カード（幼）
家族の絆「ハグハグ大作
戦」取組カード（小）

「スキンシップ週間」取
組後の親子の感想（中）


